特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年05月01日　510号
第14通常総会　25日　　56名中43名の出席（委任状22名）
これまでの定期総会で和室が会場に設定されたのは最初となりました。黄緑のさわやかな新芽が噴き出る素晴らしい景色が見られました。定刻に深田理事長の開会挨拶がされ、議長に伊藤千恵子さんを選出、議案の審議が始まりました。2013年度活動報告　2013年度決算報告がつづきました。決算総額が832万円で、220万円弱の繰越金と、借入金200万円が報告されました。また年間10000人以上のイベント参加者を迎えていること、そしてイノシシ防御柵や炭焼き窯屋根の設置、加えて木津川読本の山城全域の小学校配布実施などこれまで見られない成果が報告されました。引き続く監査報告では通常処理が完璧に実行されていると報告があり、加えて理事長の兼任解消に力を尽くしてほしいとの要望がありました。2014年度活動方針では、3年後に結成20周年を迎えるので、今年からの3年間を後継者育成の期間としようと、覚悟を決めた取り組みを呼びかけました。同時に女性会員の参加も同様の位置づけされました。836万円規模の予算が決定されました。
天王山ハイキング（5月3日）　ＪＲ山崎駅　10時　
ＪＲ京都駅9時38分に乗車ください　山崎駅58分に到着します。近鉄新田辺駅は8時50分ごろの電車に乗車すると　予定通りに間に合うとのことでした。26日の下見では、ハナミズキが際立って美しかったです。またシャガが精いっぱい咲き誇っていました。3日ごろにはつつじが美しいのではないでしょうか。
さて、26日土曜日春のハイキングコースの下見に出かけてきました。JR山崎駅を予定の10時に出発しました。出発してJRの踏み切りをわたるとすぐ急な登り坂です。コンクリートの舗装道ですが、かなり急な登り坂です。長い道ではなくてゆっくり上れば休憩をしなくても登り切れました。そこが宝積寺で7分から10分間です。登り坂はきついですがこの程度なら軽く進めます。ここで休憩がてらコースについて調べる時間にして、いよいよ本格的なコースをたどります。きつい階段があったり、落ち葉が音を立てる楽しい道、枯れ場のようなところ、急な階段のところなどいろいろな仕掛けの道がつづきます。降りてくる人に声掛けしながら登りました。2回ほど5分間の休憩で頂上に到着、播川さんの大きなおにぎりをいただき小一時間の昼食休憩をして下山です。途中山崎聖天さんルートを播川さんにお願いして往路ルートを下りました。ところが約束の待ち合わせ場所に到着する前に播川さんと鉢合わせでした。私がルートを間違えたようです。2時30分にJR山崎駅に到着帰路につきました。残念だったのはサントリーのウイスキー工場の見学が、3日は予約客満員で楽しみな試飲がプログラムに入れられなくなったことでした。3日は京都駅でということになるようです。高齢者にとっては坂道ルートですが、山頂に到着すると少し汗ばむという程度で、坂道の割には軽いものでした。杖2本あれば下りが安全でしょう。
会誌36号完成　即日発送（119名分）　
製本に関わっていただいた皆さんで手配りをいただき、郵送経費の節約が進みました。
36号の発行経費は1冊＝300円で、郵送経費は82円と封筒代5円で約400円が必要となります。少しでも経費の節約にとみんなで手配りに努めています。320冊の発行部数のうち75冊分が手配りされました。週刊ニュースでも紹介しましたが、桜谷先生の巻頭の言葉や、調査研究の部の提言をぜひお読みいただいての、ご感想をお待ちしています。ぜひおよせください。今後の里山農園の目指す方向を示していただいています。次号37号は10月21日に発行予定です。さらに多くの皆さんの原稿を頼みます。
京都府山城教育局　局長さんから「山城教育局管内の全学校」に木津川読本の配布手配が整いましたと返答が届く。
5月1日付けで人事異動が行われて、川村局長も本庁に異動とのことでした。局長さんには、木津川読本を学校配付に尽力いただきました。今回の配布については大変なご理解をいただいたものです。里山の会が16年間をかけて活動成果が木津川副読本として集大成できたものです。発足当時は、山城地域のすべての子どもたちの学習のお手伝いができる冊子を完成させるとはおよそ誰も考えていませんでした。コツコツ積み上げてきた結果大成果に結びつきました。木津川読本が活用されれば故郷の川・木津川について正確に理解する人づくりに役立ち続けるのです。こう考えると里山の会の役割がさらに重く大きくなってきますと同時にここを理解して教えていただける先生方への説明責任もこれまでとは比べ物にならないと思います。
里山農園　夏野菜の植付実施　29日　
前夜からの激しい降雨の中予定通りに実施　森島さん大村さん芳川さん中辻さん青代さんの50人が合羽を着てキュウリ60本　ピーマン30本　マンガンジ30本　トマト70本　ナス50本　を植えつけていただきました。昨年はトマトがよくできて、事務所前のコーナーでは朝早く収穫して並べ始めると同時に買い求められるお客さんが来られるという盛況でした。昨年より10本多く植えつけました。きっと楽しみにされているのでしょう。
京都府山城広域振興局の地域力再生プロジェクト事業の現地視察
28日午前中に行なわれ2名の係員が来所されました。炭焼き屋根の設置については、これが里山の会員さんだけで作られたのですかと、驚いた顔で質問されました。また里山農園のイノシシの防御柵の設置では、この広大な面積を自力で設置されたのかと同様の質問がありました。いずれも吉村さんや森島さん播川さん青代さんの協力があって出来上ったのですと返答しておきました。
おりなす.キャンプ.城陽から奥田奈々美さんが来所されました。
実は損保ジャパンの環境保護活動で指名があって取り組みをされてきたが、今回はやましろ里山の会と一緒に4回のイベントを通じて環境に関心を持つ市民を育てたいので、ご協力依頼の申し入れでした。7月末ごろに木津川での魚とり体験、9月に植物観察ウォーク、11月に植物の移植、3月に野草クッキングなどを計画しているとのことで規模は100人を目指しているとお話がありました。里山の会が8月3日に計画している山城大橋下流での「親子で遊ぼう魚とり」（仮名）を取り組むことで事務局会議出席者全員一致で協力を決めました。その節にはご協力をお願いします。
